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まえがき

果てしなく続く海岸線は高い防潮堤防で張り巡らされ､至る所に見られる防潮水門が熱帯

の焼け付くような太陽の光を受けて紺碧の空を突き刺すように立っていた｡

この情景が示すように前浜が非常に高いため､国家の生命線と言われるこの国の農業地帯

は平均海面と同じ標高にあり､常習排水不良地であるところに加え､度重なる洪水の襲来

により疲弊していた｡

ここガイアナ国は基本的には農業国であり､同時にいわゆる低開発状態にあり､そのため

農業の高い生産性を追求することが､この国の経済全体の成長のための必要条件である｡

最小限でも必要条件である基盤施設と言われるかんがい組織､洪水調節､農道､ポストハ

ーベストの施設および適当な流通､市場施設などを欠いている｡このような最小限の基盤

を欠くことが､有利な農業生産を上げる機会を著しく狭めている結果になり､高い失業率

などの悪条件と相まって一人当たりの所得は中南米諸国の中でも最も低いと言われている

ハイチに次いで低く､生活水準も極めて低い｡

洪水調節､排水,それに､かんがいというものがガイアナ国の農業開発の主要戦略の一つ

であり､政府が率先してこのプロジェクトを実施することは､この国が経済的に一人歩き

出来るようになるためにも､また自給自足出来るようになるためにも､農業がその主要な

推進力であることは既に認識されているのも事実である｡

ガイアナは農業資源の未利用度は高く､経済全体の中での農業の役割は大きい｡しかし､

上記のような地形条件のため農業の中で人為で調節しなければならいない部分があまりに

も多く､それに加えて､気象条件に大いに左右されている｡この国の農業は機械化農業を

導入しているにもかかわらず､先進段階の農業に比べて基盤事業は不完全であり､その主

要投資対象も先進国では肥料､害虫駆除､品種改良などが重視されるのに反して､かんが

い､洪水調節の施設が特別な重要性を持っている｡

しかし,水の調節は重視しなければならないが､現在資本も少なく､農民の生活水準を改

善するための問題は山積みしていると言えよう｡

この報告書は､ 1996年11月10日から1996年11月23日までのADCA (海外農業開発

コンサルタンツ協会)プロジェクト･ファインディング調査団によるガイアナ協同共和国

における北部低地マハイカ川､マイコニー川およびアバリー川下流受益地区の調査結果を

とりまとめたものである｡

最後に今回の調査にご協力を賜った関係各位に深く謝意を表するものであります｡

団長 :新井 弘隆

かんがい排水:井関 善民

地形図作成 :小野 茂
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第1章 ガイアナ協同共和国の概要

ガイアナは南米大陸北部に位置し､東はスリナム､西はベネズエラ､南はブラジルと国境

を接している｡北は大西洋に面した海岸沿いの帯状沖積平野部が約500km続く｡南西部

は森林に覆われ､ベネズエラとブラジルの国境地帯､ギアナ高地である｡ガイアナはかつ

てオランダ､続いて英国の植民地統治を受け､インド系､アフリカ系黒人が主要民族で､

1966年に英国より独立した｡

1970年共和制-移行､社会主義経済体制を採ったが､ 1986年以降自由主義経済政策､開

放経済体制の政策に軌道修正している｡ガイアナの総人口は約720,000人､主要産業は農

業及び鉱業で､砂糖､米､ボーキサイト､金が総輸出額の約85%を占めている｡ガイアナ

政府は世銀･ IMF(国際通貨基金)の協力を得て､財政赤字の削減､公営企業の合理化･民営

化等に努め､経済復興計画(1989年)を推進しているが､ガイアナ国民一人当たりのGNP

は590ドル(95年)で,中南米諸国の中ではハイチに次いで低い｡我が国の政府開発援助は､

ガイアナを中南米諸国の中でも最も貧しい国の一つであることを考慮し､無償資金協力及

び技術協力による援助を実施している｡

第2章 調査対象地区

今回のアデカ(ADCA)調査団によるガイアナ国低地マハイカ(Mahaica))"､マイコニー

(Mahaicony)川およびアバリー(Abary))lI下流受益地区はガイアナ政府により既に計画され

ているマハイカーマイコニーーアバリー(Mahaica-Mahaicony-Abary)地域を包含している｡

2.1位置

ガイアナ政府の地域区分によれば第5地区田egion 5)は酉はマ-イカ川,東はベルビス

@erbice)JIIに挟まれ､大西洋に面した低位部の地域一帯を指し､この地域の中を西側から

順に､マイコニー川､それにアバリー川が大西洋に流入している｡マハイカーマイコニー

-アバリー地域は第5地区田egion5)の中に包含されている｡この地区のマ-イカ-マイコ

ニーーアバリー農業開発公社の管轄区域は約171,000haあり､その内､かんがい排水地区

として登録されている面積は約101,000baになる｡

この3河川の流域面積の合計は約2, 347km2､稜線は海岸より最長で80kmに位置する｡

海岸沿いの農地の標高は概ね1-3m､稜線の標高は約20-25mと見られる｡
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2.2 自然的諸条件

大西洋に沿って発達した海岸平野が堤間湿地を挟んで分布しており,ここには国道や人家

が多数存在し､ここから内陸に発達した後背湿地に水田が開けてくる｡これらの田面標高

が平均海面標高とほぼ同高であり､このような状況に加え前浜が非常に高いため内陸部の

排水が困難で､海水侵入が発生するような地形である｡

調査対象地区の地形はこのような海岸部の低平地から内陸側にサバンナが開け､それに続

く丘陵地､ギアナ高地と言われている内陸台地から成っている｡

このような低平地であるため泥炭が所々に見られるが､今回の調査範囲では泥炭は高度に

有機質の分解したものが表層近くに分布している程度で､付近の流入河川でも泥炭地特有

の強酸性の水はほとんど見られなかった｡この付近の泥炭層は比較的浅いのかも知れない｡

熱帯性気候で年間降雨量は2,500mm程度,平均気温は27℃で高温多湿である｡ピーク降

雨が二山ある降雨分布になっており､雨期は4月から8月と11月から1月の2回ある｡

2.3 農業の現状

水は土地とともに､農業においては最も重要な自然条件である｡特に水田農業を中心とし

て発展してきたこの国は､水は流動するところから､土地とともに重要な年産手段である｡

非常に多量に､しかも長期間にわたって用水を利用する水田農業が､この国の農業の中心

的位置を占めている｡しかし､欧米の農耕法をそのまま継続しているため､機械化農業を

採用した粗放農業である｡

集約農業はマハイカーマイコニーーアバリー農業開発地域のうち､アバリーノIll水制御管理

プロジェクトで現在実施しようとしている｡しかし､ここ以外は水の制御･管理が巧くい

かないため営農は難しい状況である.このような所では収入源は主にシュガーケ-ン､天

水田､および家畜に頼っている｡

シュガーケ-ンは国営農園で栽培されており､その面積は約5,500 ba､その他の企業農業

は2,000の小農により成り立っており､それぞれの保有面積は約10baである｡

次に重要視されている作物は天水田で収穫される米で､ 4,450 baの水田で栽培されている

が収量は非常に低い｡アバリー川水制御管理プロジェクトでは､水のコントロールが行わ

れるので米の収量はプロジェクト実施前に比べ約18倍に増加すると言われている｡
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牧畜は畜牛飼育が主で食肉および搾乳用に33,000頭が飼育されているが､アバリー川水制

御管理プロジェクトの完成により,牧畜企業は大いに洪水防御による恩恵を蒙っている｡

2.4 かんがい･排水施設

土地の自然的諸条件が上記のような状況であり､このような状況に対処すべき各種構造物

は100年前にイギリスが建設した構造物や,既に更新･復旧を必要とする様な状態になっ

ている構造物も多々見られる｡

このような状況では水害と治水とは裏表の関係にあり､それに利水が加わった場合は排水

施設､用水施設等計画地域内のものが全体に亘り有機的に機能するように人為的にコント

ロールする必要があり､ -カ所でも同調できる状態から外れてしまった場合にはシステム

としての機能を失ってしまう｡地形条件が上記のような形態をとる限り､内水排除が速や

かに行われない限り内陸部はWaterloggingが続くであろうo

計画地域の一部分だけに手を加えても､効果の発現は望めず､全体を考慮に入れたとして

も､速やかに進展させる要因は､技術､経済その他の分野に多岐にわたって､インテグレ

ーテッドに深く､かつ複雑に関連しあっている｡

第3章 マハイカーマイコニーーアバリー地域農業開発計画

3.1計画概要

ベルビス川とマハイカ川の間の海岸地域から上流約5 0キロまでの地域の水を制御管理す

ることにより､マハイカーマイコニーーアバリー地域の農業生産を完全に可能にするため

に､マ-イカーマイコニーーア/1リー地域農業開発計画は1952年に打ち出された｡

この目的を達成するためには､マハイカ川､マイコニー川､およびアバリー川の洪水を二

つの貯水池(マイコニー/アバリー貯水池､およびマハイカ貯水池)によりコントロールする

必要があり､そのためには､それぞれの河川の上流に上記の貯水池の建設が必要である｡

また､同時に既存の幹線排水路網の復旧工事を行い､排水路を現況より延長させ､併せて､

これらの貯水池の水を新規に建設される水路網を通して､重力かんがいにより水田に供給

する計画である｡
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3.2 計画策定までの経緯

この計画の総支配面積は約171,000
baで､ 1952年に総工事費の見直しを行ったところ､

us$160m山ionになり､工事費の関係からこの地区を分割して実施しなければならなくな

った｡分割に際してはそれぞれの河川の制御管理を考慮して下記のように計画を三つのフ

ェーズに分けて新しいプロジェクトとして実施することにした｡

第-フェーズ

第ニフェーズ

第三フェーズ

ベルビス川とアバリー川の間の地区｡

アバリー川とマイコニー川の間の地区.

マイコニー川とマハイカ川の間の地区｡

1955年の詳細調査後, 1961年にはプロジェクトの第一フェーズであるアバリー川水制御

管理プロジェクトに関するフィージビリティー･レポートが排水･かんがい局から提出さ

れた｡このレポート提出後､ 1961/1962年に詳細図､明細書､および数量計算書が準備さ

れた｡

その間､プロジェクト関連経費を下げるために､プロジェクトの見直しが数度提案された

が､ 1974年に政府は国の財源を使って､アバリー貯水池の工事を開始したoしかし､
1975

年末､ガイアナ政府はマハイカーマイコニーーアバリー川の水制御管理の再度見直しをサ

ー･ウイリアム･ハルクロー･アンド･パートナーズ社に依頼したoそして,
1976年には

それらのレポートが提出されたので､政府はプロジェクト-の融資を米州開発銀行-依頼

し､その申請を行うためにこれらのレポートを使用した｡

その後､マハイカーマイコニーーアバリー農業開発公社が実施期機関として創設され､サ

ー･ウイリアム･ハルクロー･アンド･パートナーズ社およびその共同会社CAリドバー

ドをプロジェクト実施時のコンサルタントに指定した｡

第一フェーズのアバリー川水制御管理プロジェクトの入札図面および入札書類の準備は完

了したが､見積額が融資額を越えてしまったので､このプロジェクトは下記のように三ス

テージに分けられ実施されることになった｡

第一ステージ プロジェクトの基幹部分の工事､すなはち､貯水池､

および､幹線かんがい･排水路｡
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第ニステ-ジ:約15,000haの二次かんがい･排水路網の実施o

第三ステージ:約2,700baの二次かんがい･排水路網の実施｡

プロジェクトの第一ステージのうち､貯水池工事はマハイカーマイコニーーアバリー農業

開発公社の直営工事として1978年に再開された｡ 1979年には､幹線かんがい･排水路工

事の国際入札が行われ､ 1983年9月の完了を目指し1980年6月に工事が開始されたo 第

ニステ-ジである約15,000haの二次かんがい･排水路網の国際入札は1982年に開始され､

1986年の完了を目途として1983年8月に工事は始められた｡また､第三ステージである

約2,700baの二次かんがい･排水路網の工事は地元業者により､ガイアナ貨を使って1983

年に開始された｡

1980年､ガイアナ政府のスタッフにより設計･建設が行われたコペマン(Copeman)地点?

ダムの建設完了と,放水調整水門(地元では7連放水樋門と呼ばれている)の完成に伴い水流

転換が可能になり､アバリー川のコントロールが出来るようになった0 1980年11月には､

ウイルニー･クリークにダムを建設したことに伴い,アバリー川の洪水調節効果が一挙に

出るようになった｡この貯水ダムの建設は1981年12月に完了している｡

かんがい用に洪水の貯留を始めたのは､ 1983年5月で､これは余分な洪水流をベルビス川

-放流するための延長1.5キロの余水吐けが完了した時に当たる｡

このプロジェクトの維持管理はマハイカーマイコニーーアバリー農業開発公社が行い､そ

のために必要な管理構造物を作成している｡また､必要なプラントおよび資機材の調達の

入札も行っている｡

このように､第一フェーズで実施されたアバリー川水制御管理プロジェクトはこの全体目

的の一翼を担うべく最初に実施された開発プロジェクトである｡

第4章 アバリー川水制御管理プロジェクト

4.1対象面積

アバリー州地区の十分な開発のためには､更に開発面積を増やす必要があり､合計して約

31,100baの二次かんがい･排水網の開発可能性が確認され､対象面積は59,200baになっ

たc そのうち上記にのように31,100 haは米作対象地区であるo その他の残りの地区は､
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シュガーケ-ン,混作､牧草､その他の栽培地となっている｡水田のうち､
23,800haはア

バリー川右岸にあり､かんがい･排水施設が準備されている. 1995年3月には､ 15,000ha

の水田耕作が開始され､残りは家畜用に使用されている｡左岸にある水田は7,300baで､

これはかんがいは行われておらず､その上排水施設がないため排水に苦しんでいる｡

4.2 プロジェクトの目的

プロジェクトの目的は下記のように要約される｡

1)米の収量を18倍まで延ばすoこれはかんがい用水を完全に導入し､肥料､農薬

等の投入を行い､適切な技術を導入することにより達成される｡

2)ミルク､牛肉､豆果､根菜類､野菜､植物油の生産高を増やす｡

3)全耕地を有効に使えるようにするために､農地改革を実施し,農民は保有権

を持ち､耕作可能な大きさの土地を所有するようにする｡

4)米の輸出を増加し､外貨収入を増やす｡

5)雇用機会を増やす｡特に農家の青年層の雇用増加を延ばすo

4.3 主要施設規模概要

ァバリー川水制御管理プロジェクトの施設概要としては下記のものが挙げられるo

この地区-のかんがい水供給はアバリー貯水池から受けている｡この貯水池の水面積は

808km2,満水位は19.6m,貯水量は609,000,000 m3である｡かんがい水は8門の取水

ゲートから幹線水路を通し､プロジェクト-搬送される○余水吐けの規模は越流堤長1,524

m､洪水時の越流水深は0.25 m､放流量は538 m8/secである｡

幹線かんがい水路は延長56 km､流量は57 m3/secで､途中3門ゲートのあるチェックが

4カ所ある｡また､ 22.4 kmの支線水路が幹線水路から分岐しており､途中には2カ所の

サイホンが設けられている｡二次かんがい水路は4,490箇所の取水口を持ち､ 88本の二次

水路全体の延長は331 kmである｡

幹線排水路は8.5-28.4 m3/secの通水量を持った延長36･8knの正面伊acade)排水路が幹

線排水の役目をしており､それに49･6 kmの集水渠が繋がっている｡二次排水路は全体で
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360.2kmの延長があり､ 67箇所の排水構造物､ 2,690箇所の排水口, 67箇所の集水ますが

ある｡

排水樋門はニカ所の河川-の内水排除用ゲート､
-カ所の海-の内水排除用ポンプ場付き

の排水樋門がある｡洪水時用のため､ 2ポンプ(@4.2 m3/see)および2ポンプ(@5.6m3/see)

が配備されている｡

第一ステージ 主要工事

a)アバリー貯水池

流域面積

満水時における水没面積

洪水位(HFL)

常時満水位伊SL)

死水位PSL)

総貯水量

有効貯水量

堤体

i)堤長

ii)平均堤高

iii)最大堤高

iv)アバリー川地点に

おける堤高

Ⅴ)堤頂標高

余水吐

i)堰長

ii)堰頂標高

iii)計画流量

808 km2

326 km2

19.8 m

19.6 m

18.1 m

609,000,000 m3

390,000,000 m3

56 km

3.4 m

4.3m

ll.6 m

20.4 m

1,524 m

19.5 m

538
m3/see

iv)洪水時越流水深 : o.25m

河川調節排水樋門

i)計画流量 113 m3/see
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ii)ゲート

iii)ゲート敷高標高

b)幹線水路

水路延長

計画流量

取水ゲート

チェック

放水口

二次水路用分水施設

c)支線水路

水路延長

支線水路分水工

サイホン

ニ次水路用分水施設

カルバート

a)正面排水路

水路延長

計画流量

e)承水路

水路延長

サイホン

排水カルバート

D ポンプ場付き防潮樋門

g)道路および橋梁

全天候型

道路橋

取付道路橋

4.9m幅ゲート､ 7門

15m

56 km

57 m3/see

3.1m幅ゲート､ 8門

4カ所

1カ所

66カ所

22.4 km

4カ所

2カ所

22カ所

1カ所

36.8 km

8.5 - 28.4 m3/see

49.6 km

lカ所

20カ所

1カ所(ポンプ 4.2m3/sec､ 2門､

ポンプ 5.6m3/sec 2門)

21km

2カ所

5カ所
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第ニステ-ジ15,000ba対象二次水路工事

a)二次かんがい水路

水路延長

水路構造物

取り入れ口

ち)二次排水路

水路延長

二次排水路構造物

排水口

集水菜

c)道路および橋梁

全天候型

取付道路橋

歩道橋

カルバート橋

d)洪水防御堤防

堤長

275 km

215カ所

3,700カ所

301 km

58カ所

2,350カ所

60カ所

17.5 km

lカ所

2カ所

1カ所

22.4 km

第三ステージ 2,700ba対象二次水路工事

a)二次かんがい水路

水路延長 : 56km

二次かんがい水路構造物: 51カ所

取水ロ

b)二次排水路

水路延長

二次排水路構造物

排水口

集水渠

790カ所

59.2 km

9カ所

340カ所

7カ所
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e)道路および橋梁

カルバート橋

4.4 維持管理状況

1カ所

マハイカーマイコニーーアバリー農業開発公社が資金回収額の徴収を通してこのプロジェ

クトを継続させていくことは大変な事業であり,年間の維持管理費は約G$145mi11ionと

見積もられ､しかもこれには事業当初の資産の減価償却費は含んでいないoプロジェクト

は事業実施に必要とした米州開発銀行qDB)からのローンが完了したので相当数の重機を

保有しており､ 1991年には､ 147台あったが､そのうち79台は既に故障していたo現在

では100台以上が使い物にならなくなっていると思われる｡

農民達は自分たちに関係のあるインフラストラクチャーの必要性に対して全然関心を示さ

ず､広範囲に亘ってインフラストラクチャーの破壊が行われているような状況で,かんが

い･排水組織の維持管理は大変難しい

土地の借り上げ料は非常に安く､ 0.4ba当たりG$7.5で､農民達は水が簡単に得られ､ま

た水はけの良い条件の整った土地を入手しようと懸命であるが､インフラストラクチャ~

の必要性に対して全然関心を示さない｡このような状況を打開していくためには､プロジ

ェクトがもっと水使用とその管理に対して権限を取り戻すと同時に､農民達を積極的に参

加させることによりこの問題を解決していく必要がある｡

4.5 便益

ガイアナ政府は下記のように予測している｡

a)プロジェクトを実施しない場合(WithoutProject)

水稲作付け可能面積はアバリー川両岸合わせて下記の通りである｡

1)秋作(AutumnCrop) : 4,846ha

2)春作(SpringCrop) : 1,490ba

平均年収量は17,400トン(230,000bags)で収益はG$6,000,000である｡
(注1 BagRice

=75.6kg)
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b)プロジェクトを実施した場合(WithProject)

洪水防御により便益を受ける面積は59,200 haあり､そのうち31,100 haは米作対象地区

である｡

1)周年かんがい･排水から便益を受ける面積は18,200ha

2)ある期間だけかんがい･排水施設により便益を受ける面積は5,600ba

3)洪水防御および排水だけから便益を受ける面積は7,300lla

これらの計画が完全に進められた場合には平均年収量は169,700トン(2,244,290 bags)で､

収益はG$67,300,000になる｡

第5章 マ-イカーマイコニーーアバリー地域農業開発計画対象地区の確定

5.1新規開発地区との関連

上記のようにマハイカ川､マイコニー川､およびアバリー川の洪水を二つの貯水池(マイコ

ニー/アバリー貯水池､およびマハイカ貯水池)によりコントロールする必要から､それぞれ

の河川の上流に貯水池を建設すると対象地域はマハイカーマイコニーーアバリー地域

侭egeion 5)の他に第4地区(Region 4)が含まれることになるo

すなわち､新規開発の対象地区は残された第ニフェーズのアバリー川とマイコニー川の間

の地区､第三フェーズのマイコニー川とマハイカ川の間の地区､それにマハイカ貯水池の

コマンドを受ける第4地区田egion4)になる｡このような関係から､マ-イカーマイコニー

-アバリー地域農業開発公社の管轄区域はいずれは第4地区まで含めたものになるであろ

う｡故に､このレポートではマ-イカーマイコニーーアバリー地域農業開発計画は第4地

区まで含めたものを指すことにする｡

5.2 第四地区の概要

第4地区はデメララ川とマ-イカ川に挟まれた地区で､地区内には5カ所の大シュガーケ

-ン農場や､首都のジョージタウン市があり､それに多くの大規模なココナッツ農園や水

田の所有者がおり､他の沿岸地区とは幾分状況が異なっている｡この地区は1 0カ所のか
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んがい排水地区として登録されている地区と未だ公認はされていないが地方当局の管轄下

にある村落があり､そのかんがい排水地区の内､ 2地区は農業省のLand Development

schemesにより開発された地区で､中央政府のLandDevelopment Officeにより管理され

ているo この地区の登録されているかんがい排水地区の面積は約10,100haであるo

5.3 第四地区の現状

水源は東部デメララ貯水池で東部デメララ水管理委員会(現在は国営砂糖公社-

GUYSUCO)により給水されており､貯水池は西はボダリマクリーク四odarimaCreek)か

ら東はマドニ川(Maduni River)まで占めている｡

農業省管轄のかんがい排水地区を賄っている34 kmの幹線かんがい水路があるが､東部デ

メララ貯水池に属する水路は含まれていないc この水路延長は約40kmになっている｡二

次かんがい水路は全体で129 kmあるが､現在どれだけの水路が実際に使用されているか

は分からない｡

70 kmの幹線排水路があるが､ GUYSUCO承水路に連結している何本かの水路は含まれて

いない｡ GUYSUCO承水路に設置されている導水管やポンプは現在稼働していない｡二

次排水路の延長は311 kmである｡

1 1カ所の海または河川-の内水排除用の排水樋門があり､これらは一門または二門のゲ

ートから成る｡また､いくつかの排水樋門はマハイカ川-自動的に排水できるようになっ

ている｡ Cane Grove 地区, Victoria地区, Golden Grove地区, Buxton･Friendship地区,

TriumphrBV地区, Plaisance地区においてはポンプ場により排水を行っているが､

Bu∑ton-Friendship地区ではポンプが稼働していないo

第4地区は非常に多くの問題を抱えている地区で,大部分の工事は国営砂糖公社

(GtⅣSUCO)
,個人土地所有者､またはLand

Develoment Scbemesの手に委ねら_れて

いる｡この地区では排水が一番問題になっているが､これは前浜が非常に高いためである｡

ポンプ場は数カ所設置されているが､運転経費が非常に高く､農民達の支払い能力の限界

を越えている｡この地区のインフラストラクチャーは一般に粗末な状態で､全てのかんが

い排水路は清掃や修復が必要である｡
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5･4マハイカーマイコニーーアバリー地域農業開発計画対象面積

マハイカーマイコニーーアバリー地域農業開発計画の対象面積は下記のようになる｡

1)マハイカーマイコニーーアバリー地域農業開発計画

(当初計画)

2)第4地区田egiona14)かんがい排水地区

対象面積計1)十2)

5.5 新規開発面積

171,000 ba

10,100 ba

181,100 ha

新規開発面積は上記のマハイカーマイコニーーアバリー地域農業開発計画対象面積からア

バリー川水制御管理プロジェクトを除いたもので下記のようになる｡

181,100 ha-59,200 ha = 121,900 ha

すなわち､第ニフェーズおよび第三フェーズでカバーされる対象面積は第4地区を含め

121,900baになる｡

5.6プロジェクト実施による便益の推測

81,000ba以上の農地がプロジェクトの洪水防御により便益を受ける｡これは排水施設

の改良および排水組織の導入による｡また､約24, 000haの湿地が牧草地-の転換また

は伝統の作物以外のものの栽培に向けられる｡そのほか､貯水池の拡大による水源増加

で61,000 haがかんがい可能になる｡

現状に基づいて推定すると､今までの洪水による被害額はG$2,400,000,000である｡洪

水の発生は過去70年以上の雨量記録から推定すると不規則であるが､平均してみると

12年に1回の割合で発生していることになる｡これに基づけば､マハイカーマイコニー

地域の洪水による年間損失はG$200,000,000になる｡

洪水防御による10,000 haの水田と10,000 haの牧草地からの年間生産増は

G$100,000,000と推定されるo資産やインフラ等の洪水被害はG$360,000,000で､年間被

害額はG$30,000,000になる｡故に､洪水防御による年間便益はG$330,000,000になる｡

-13-



事業経済年数を20年とすると､年間資金償還額はG$47,700,000で､利子を12%とすると

利子支払額は年間G$57,000,000,000になり､全資産の減価償却はG$47,700,000である｡

また､年間維持管理費はG$20,000,000となる｡このように､プロジェクトの全年間費用

はG$172,400,000となるoプロジェクトのB/Cレ-シオは1･9: 1である｡

第6章 現状の問題点

低開発農業を速やかに進展させる要因は､技術､経済社会その他の分野に多岐にわたって､

インテグレーテッドに深く､かつ複雑に関連しあっている｡

1970年代に入り､ガイアナは当時の第3世界主義､資源ナショナリズムという世界的環境

の中で､国内の政治経済､外交関係を急速に左傾化させる政策を敷き､特に中国の文化大

革命に倣い国の大動脈である鉄道を破壊し､取り払ってしまった｡ 1986以降自由主義経済､

開放経済体制に軌道修正しているが,資本主義的な流通機構に農民自身が慣れるまでには

国家の強力な指導が重要な発展-の鍵となろう｡しかし､その日暮らしの小農が一度､市

場経済を体得すれば､生産,消費､貯蓄等に対する経済効果は著しく加速されるであろう｡

そこには､まだ生産品の流通機構その他の複雑かつ困難な問題が残っているようである｡

大多数を占める小農がこの地区の生産の担い手である｡この国では技術を農民に普及させ

るための国家規模の機関はあるが､直接農民に接する地元機関がない｡故に､地元機関を

充実して技術､研究と地元生産者である小農との間の橋渡しをする機関を早急に設立すべ

きである｡この地区のようにかんがい･排水の複雑なコントロールを求められる所ではそ

の水管理の巧拙はかんがい農業の死命を制するものである｡故に､いかにかんがい面積が

増大し､水利構造物が増えても､耕地における受益者である農民の水使用が非効率的に止

まる限りかんがい農業の進展はあり得ない｡

基盤整備の要因の一つとして挙げられるかんがいは､他の要因である治水､排水､道路等

の社会的インフラと協力して､既耕地の利用を最大にし､単位面積当たりの生産量を最大

にするような土地生産性の向上に向け､同時に施設をできるだけ広い面に拡大し利益を最

大多数の人々に及ぼすようなエクステンシープの方向に持っていく｡技術面の改革は品種

改良､施肥その他の栽培技術が農民のレベルで行われ､これらに有効な普及事業が相まっ

て､生産の可能性を生み,投資の機会を期待するようになる｡経済面からは､発展段階に

ある農業の生産性を改善するには､資本の投下が必要であり､どのような形の財政援助を

行えば､生産増強のための最小限の基盤作りと新技術の導入が出来るかということを国家

として早急に検討する必要があると思われる｡
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第7章 ガイアナ政府の当プロジェクト-の対応

このような農業開発にたいする阻害要因を積極的に除外するためにガイアナ政府は次のよ

うな対応を開始した｡

ガイアナ政府内閣は1995年8月8日ガイアナ国家かんがい･排水委員会に下記の政策改

正を実施するための指針を盛り込んだ政策指令を発布した｡このようにして､政府は農業

セクター･ローン申請の必要条件を満たすために政策改正の手続きを開始している｡

(a)かんがい･排水組織の管理上の法制度体制の簡略化および近代化

O))かんがい･排水組織の維持管理により多くの農民参加､および二次かんが

い･排水組織の水利用者組織-の移管

(c)かんがい･排水組織の持続管理のための投資額回収の改良方法

米州開発銀行に要請した技術協力プログラムは下記のように二段階に分けられている｡す

なわち､第一段階としては､国家かんがい･排水委員会の組織強化､主要構造物整備事業

のマスタープランの見直し､農業セクター･ローン申請の必要条件を満たすために関連し

合っている技術協力の三つの要素(法改定､指針改定､および財源持続の可能性)を含め

た検討｡

第二段階は技術協力の追加､水利用者組織の実務経験を積ませること､国家かんがい･排

水委員会を強化するためのトレーニング､指針改定計画を企画するための政策改定実施の

促進｡

この目的はガイアナ国家かんがい･排水委員会が政策改定を実施するのを援助し､それに

伴い､かんがい･排水組織を通して広く政策改定を浸透させていく｡この目的を全般にわ

たり達成するために､下記の事項の検討が行われる｡

(1)政策分析および計画

(2)管理サポート業務(会計､調達､契約､および財務管理)

(3)かんがい･排水組織の推持管理

(4)かんがい･排水組織の整備事業

-15-



(5)水利用者組織を通して維持管理-の農民参加

(6)投資額回収および改善された財務管理

(7)主要なかんがい･排水組織の整備事業の財源を確保するためのフィージ

ビリティー･スタディーおよび設計スタディーの調達

第8章 農業開発の方策

当地区の農業開発を早急に進めていくための方策としては､技術､経済その他の分野が多

岐にわたり､インチグレーテッドに深く､複雑に関連しあっており､それに加え実施中の

ァバリー川水制御管理プロジェクトも考慮に入れなければならないため開発の実施方策は

長期的な面から湛えたものと､短期的な面からのものに分けて考慮する必要があると思わ

れる｡

また､全体的な開発展望としては､かんがいは治水､排水､連絡道路等の社会的インフラ

の完備を目指し,それにより既耕地を最大限に利用し､単位面積あたりの収量を最大にす

るような土地生産性の向上に向け､同時に治水および排水による効果をもとに出来るだけ

耕地の拡大を図り､利益を最大限に追求できるようにエクステンシープの方向に持ってい

くようにする｡

長期的な面からの方策としては､ガイアナ改府が米州開発銀行に要請した技術協力プログ

ラムに相当し､この開発計画に携わる政府のスタッフおよび農民の教育等の人的資源-の

投資および将来を見通した国家の政策改正などがこれに相当する｡このプログラムは1997

年1月から3カ年に亘って実施されるので､当面は短期的なものとの平行実施を考慮にい

れながら短期的なもの-の可能性を早急に検討する｡

短期的なものとしては､技術面からは最小限の基盤造成､および技術面の改革になり､併

せてそれらの普及になる｡ただし､基盤造成といってもこの地区全体に亘り早急にかんが

い組織を導入するのではなく､第一段階としてはマイコニー川およびマハイカ川上流に貯

水池を設け､治水および排水の効果を最大限に引き出し､それにより既耕地の洪水被害を

なくし､併せて新規開発耕地を求めるようにする｡それは面積増の場合には従来の慣行農

法をそのまま適用すれば良いので､当面は上記の技術協力プログラムの効果が発生するま

でこの状態で進める｡
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以上のような理由の他に､プロジェクトを全体として同時に発足させるよりも段階的開発

を採用するのは､国は資金繰りが容易になり､また現状を有効に進展させうる規模のもの

を目標にする方が､開発に生じる危険は少ない｡その上､ある程度の時間経過後の方が農

民はかんがい農耕の新しい技術に､また各種構造物に習熟してくる｡

第9章 プロジェクト効果

堤高1･5mから2m程度の堤防をマイコニー川およびマハイカ川上流に設け貯水池にするこ

とにより､ 121,900haを洪水から防御し､この貯水池を水源にすることにより新規水田と

牧草地の開発が可能になる｡

また､この地区は田面標高が平均海面標高とほぼ同高であり､この･ような状況に加え前浜

が非常に高いため内陸部の排水が困難で､海水侵入が発生するような地形である｡このよ

うに潮流が河川に逆流するので､その塩分侵入を最小にするために河川流量をある大きさ

に保持する必要があり､そのためには上流の貯水池からの放流が必要である｡

このプロジェクトが全面的に実施された場合には下記のような効果を期待できる｡

(a)面積拡大121,900ha (ただし､第4地区の10,100haを含む)

O,)洪水防御による雨期作の安定およびWaterlogging状態の減少に伴う収量

増

(c)貯水池からの重力かんがいの導入により乾期の作付け面積の拡大(現在の

乾期作と雨期作の比率は1:3.3である)

(a)洪水防御によるサバンナ地帯の利用が可能になり､牧畜の導入が可能

(e)雨期の地区内-のアクセスが可能になり流通の増大
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第1 0章調査実施計画

上記のような状況を踏まえて､当プロジェクトの農地防災およびその実施に伴って発生す

る効果を考慮に入れて下記の計画を策定する｡

a)治水､洪水防御､かんがい排水計画および施設計画

b)将来土地利用計画

c)営農計画

ただし､プロジェクトの実施は先に述べたように第一段階の治水および排水を当面の対象

とするが､将来のかんがいの実施を考慮してかんがい水路を含めた測量を前もって実施し

ておく｡調査項目としては下記のものが挙げられる｡

1)貯水池堤体予定地および水田までの水路予定地までの地形図作成

2)貯水池堤体予定地点の土質調査

3)新規開田および新規牧草地の土壌調査

4)アバリー貯水池と当計画のマハイカ･マイコニー貯水池が連結された場合

の余水放流および塩水侵入を防ぐための放流を含めた水理､水文調査

5)水稲以外の適正作目選定のための農業調査

6)ポストハーベスト･流通を考慮にいれた経済調査

7)建設資機材の検討調査

8)畜産導入計画
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付 属 資 料

地形図作成計画
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付属資料:地形図作成計画

Ⅰ.ガイアナにおける測量､地図作成状況

1.公的機関

現在は農業省の中のLands and SuⅣey Dept･が測量および地図作成を担当している｡

その名称が示すとおり､この組織はLandsとSuⅣeyの2つに部門から成り立っている｡

Landsは地籍測量を担当しており､ Surveyは地形図作成等を担当しているo

2.既存地形図

MMA地域については次のような既存データがある｡

1) 1/50,000地形図(全土をカバーするシリーズ)

1950年代に撮影された写真を基に1960年代に英国が作成したシートと､ 1960年代後半か

ら1970年に掛けて撮影された写真を基に､カナダ政府の援助で1970年代初期に作成され

たシートと2種類ある｡

いずれも現在はマイラーに黒インクの版としてしか残っておらず､またかなりのシートが

行方不明で欠けている｡

2) 1/50,000地形図(沿岸部分をカバーするシリーズ)

1982年と1983年に撮影された航空写真を基に1980年代に英国政府の技術協力で作成さ

れた色刷りの地形図だ､すでに多くのシートのストックが無くなっている｡

3) 1/10,000オルソフォト図

沿岸地域の農業地帯について英国が1980年代に作成｡原寸大のポジフィルムが残っており､

青焼きを取ることができる｡等高線は入っていない｡

4)三角点､水準点

まだ実際のデータは入手していないが､ジョージタウンからスリナムとの国境まで海岸沿

いに三角点および水準点が設置してあるとの説明であったo
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付 表･ 付 図

義- 1社会一経済指標1991-1995

表- 2 主要産物生産量1994-1995

表- 3 主要産物輸出額1990-1994

表- 4 貿易収支1990-1994

秦- 5 GDP構成比1995

表- 6 我が国の対ガイアナ経済･協力実績(1996年9月30日現在)

表-7 ジョージタウンの気候

図- 1ジョージタウンの降水量､気温及び相対湿度

図- 2 アバリー地区受益地区内の月別平均降水パターン

図- 3 アバリー地区流域内の月別平均降水パターン

図-4 マハイカ川流域雨量･流出量グラフ

図-5 マイコニー川床域雨量･流出量グラフ

図-6 アバリー川流域雨量･流出量グラフ

図-7 ガイアナ国産業一般図

図- 8 マハイカ･マイコニー･アバリー川下流域農業開発計画､計画一般図

図-9 ガイアナ国行政区分図

図-10 ガイアナ国海岸部土壌図
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Ⅱ.開発調査に必要な測量および地形図

MMA地域について高さの情報を持っている地形図は1/50,000シリーズだけである｡した

がって､もしF/Sを実施することになれば航空測量による縮尺1/5,000の地形図作成も必

要であるoなお､通常の農業開発のためのF/Sで使用される1/5,000地形図の等高線間隔

は1mであるが､ガイアナの沿岸地帯はきわめて平坦であり, 1m等高線では地形表現が

難しいと考えられることから､ 50cm等高線が必要と判断される｡この等高線の描画には､

地上でのスポットレベリングが必要である｡

Ⅲ.地形図作成の方法

ガイアナ国内には航空測量を実施できる民間企業は存在しない｡また､地上測量を実施す

る会社はあるが､地籍測量が専門であり､航空写真測量に必要な標定点測量の実施には問

題がある｡

農業省のLands and Surveyには図化機があるが､稼動不可能であり､かつオペレーター

もおらず､地図作成能力は無いと考えて良い｡

さらに､航空写真撮影が可能な航空機もガイアナ国内にはないことから､新規の航空写真

測量実施にあたっては､ガイアナ国外から技術者を導入し､かつ室内作業もすべて国外で

行う必要がある｡

Ⅳ.工期

当然ながら必要工期は面積によって変わるが､最低6ケ月は必要で､実際はおおむね以下

のような工程となろう｡

8月

9月､ 10月

11月

12月

1月

2月､ 3月

5月､ 6月

7月､ 8月

対空標識設置

撮影､標定点測量

標定点測量､スポットレベリング

現地調査､スポットレベリング

空中三角測量､スポットレベリング

機械図化

編集

製図
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表- 1社会一経済指標1991-1995

Socio-Economic lndjcators 1991
_1
995

1991 1992 1993 1994 1995

NATlONALACCO∪NTSAGGREGATES

6.1 7.7 8_3

390.0

8.5

456.4

5.1
GrowthRateofReaJGDP

GDPatfacto｢cost(∪SSM) 303.7 323.1 517.0

GNPatfactorcost(∪SSM) 167.4 212.7 296.2 373.4 431.0

PercapitaGDP(USS) 408.0 441.0 516.0 595.0 680.0

PercapitaGNP(Use) 225.0 290ー0 392.0 487.0 567.0

GrossNationalDisposallncome(USS) 235.9 293.5 400.7 494.4 563.4

PrivateConsumptionas%ofGrossDomesticExpenditure 53.9 42.7 42.6 42.9 43.2

PublicConsumptio∩as%ogG｢ossDomesticExpe∩diture ll.6 ll.6 12.5 13.7 14.8

EXTERNALTRADEANDFINANCE(USSM)

-118.0

-27.9

-146.7 -137.9 -100.8 -94.9
BOPC∪r｢entAccountBala∩ce

lmportsofGoodsandNon-FactorServices(G&NFS) 513.7 567.6 576.2 626.9

ExportsofGoodsandNon-FactorServices(G&NFS) 447.4 494.5 526.4 579.0
ResourceBaJance

-66.3 -73.1 -49.8 47.9

lmpo｢tsofG&NFS/GDP(%) 159.0 145.5 126.2 121_3

Expo｢tsofG&NFS/GDP(%) 138.5 126.8 115.3 112.0

NetlnternationalReservesofBankofGuyana 15.2 56.5 78.8 89.4

Extema=⊃ublicDebtOutstandi∩g 1873.3 2054.0 2062.0 2004.0 2058.0

PRICES,WGESANDOUTPUT

703 14.2 7.7 16.1 8.1Rateof[nflation(%changeinUrbanCPl)
PublicSectorMonthJyMinimumWageinGS(e.o.p) 2546.0 3137.0 4314.0 5500.0 6380.0
%GrowthRate 147.9 23.2 37.5 27.5 16.0

EIectricityGeneration(inM.W.H.) 219.1 237.5 252.2 290.6 335.0

POPULATlON&VITALSTATIS11CS

744.2 733.4 755.9 767.1 760ー4Mid-YearPopulation('000)
Populatio∩GrowthRate(e.o.p)

-1.5
2.8 1.1 1.6 1.1

NetMigration('000)
-23.6

6.4
-7_0 -2.3 -4.3

VisitorArraivals(.000) 74.5 94ー9 107.3 115.9 107.6
LffeExpectancyatBJnh 65.0 64.9 64.0 64,0

CrudeBirthRate 24.2 24.1 26.5 28.4 29.7
CrudeDeathRate 6.9 7.0 6.7 6.9 7.1
rnfantMorta[ityRate 43.0 42.9 34.9 28.8

HEALTHANDEDUCATJON

1.9 4.8 6.2 7.3 6.7

PublicExpenditu｢eon:

Educationas%ofNationaJBudget

Healthas%ofNatjonaIBudget 2.9 5ー3 6.9 7.4 8.3
NumberofPhysiciansperTenThousandPopulation 2.0 2.0 2.1 3.1 3.0
Numbe｢ofNursespe｢Te∩Thousa∩dPopulatio∩ 5.9 5.9 5ー0 6_3 8.0
NumberofHospitaIBedsperTenThousandPopulation 28,8 28.0 27.7 35.9 35.9

Lowbirth-weightbabis(<2500g-)asa%oflivebirths 23.9

3.0

NutrjtionalStatusofchildrenunder5asa%ofagegroup:

Severfyma[nourished(<60g.)

MildtomoderatelymaJnourished(60-70g.) 23.6

CRIME

ReportedSeriousCrimes 8084.0 5842.0 6768ー0 4916.0

of which:Homicides 192_0 105.0 117.0 103.0

Source : Bureau of Statistics,State Planning Secretariat
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ガイアナ

ジョージタウン郊外

防潮堤パラペット

ジョ一ジタウン郊外

防潮パラべット

デメララ川フローティング橋

（英国の建設援助による
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秦- 2 主要産物生産量1994-1995

ProdLJCtion in Guyana

Production Unit 1990 1991 1992 19g3 1994 1995

Rice tonnes 315,301 233,435

Sugar tonnes 254,487 256,670

Bauxite tonnes
,028,080

1,991,132

Gold kg 9,004 ll,678

Diamond carats 52,392 36,792

Timber C.m. 538,437 469,557

Electricity inKVVH 333,681 290,603

Source: Guyana Review, March 1996/ Bureau of Statistics

秦- 3 主要産物輸出額1990-1994

Major Exports in GLJyana

Export Unit 1990 1991 1992 1993 1994 Remark

Rice GSbi=o∩ 3.2 10.5 16.6 14.8 16.2

Sugar GSbi川o∩ 3_2 9.0 12.1 ll.5 10.8

Shrimp GSbi"ion 1.0 2.3 3.1 12.7 17.8

Bauxite GSb川ion 0.9 2.0 1.6 1.4 1.8

Go一d GSbillion 0.5 2.一 4.3 4.I 7.3

Timber GSbi"ion 0.2 0.5 0.5 0ゝ6 1.0

Others GSb‖io∩ 1.2 2.1 7.2 7.1 6.9

Total GSbillio∩ 10.2 28.5 45.4 52.2 61.8

Source: Bank ofGuiana Annual Report,1994 & June 1995

秦- 4 貿易収支1990-1994

1mport a Export in Guyana

ltem Unit 1990 1991 1992 1993 1994 Remark

lmpo｢t GSbillio∩ 12.3 34.3 55.3 61.4 69.7

Export GSbi=on 10.2 28.5 45.4 52.2 61.8

Bala∩ce GSbi=o∩ -2.1 -5.8 -9.9 -9.2 -7.9

Source: Bank of Guiana Annual Report,1994 & June 1995

表- 5 GDP構成比1995

Sectora[ Composition of GDP in 1995

Sector Share

Agriculture,forestryandfishin 41%

Mini∩ga∩dquarⅣi∩g 17%

Manufcturingandprocessing 11%

Construction 4%

Se∩/ices 27%

Total 100%

Sou rce: Government Statistics
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秦-6 我が国の対ガイアナ経済･技術協力実績_

1996年9月30日現在

有償資金協力(実績無し)

無償資金協力
(1995年度までの累計68.09億円)

一水産無償援助
(1974年度から1987年度に6次､計25.54億円)

-ヴェルサイユ発電所整備計画
(1984年度､ 6.28億円)

-ガーデン･オブ･エデン発電所整備計画
(1989年度､ 7.15億円)

一食料増産援助
(1980年度､ 2.5億円; 1983年度, 3億円)

一精米設備更新計画
(1990年度､ 8.33億円)

-ヴェルサイユ発電所整備計画
(1993年度､ 2.12億円)

-デメ≠ラ発電所整備計画
(1995年度､ 10.17億円)A

-

ノン･プロジェクト無償資金協力
(1995年度､ 3億円)

一地域医療改善計画
(1991年度､ 5.16百万円)

一地域医療改善計画
(1992年度､ 5.37百万円)

-ガイアナ郵便公社集配能力向上計画
(1992年度､ 3.82百万円)

一国営テレビ放送設備改善計画
(1993年度､ 7百万円)

一国営テレビ放送設備改善計画(第ニステ-ジ)
(1994年度､ 7百万円)

一医療設備改善計画(救急車の供与)
(1995年度､ 7.27百万円)

技術協力

(1974* -Mar/1996)
一研修員受け入れ
内訳 集団研修員
個別研修員
カウンターパート研修員

一専門家派遣
内訳_ 個別専門家派遣
調査団派遣

一閃発調査

名
名
名
名

つJ

ー

0
2

8

7

1

計累

名
名
名

2

7

5

5

4

計累
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義-7 ジョージタウンの気候

観測所 Locat ion Country Latitude

No. 343 Gu yana 06o 48'N 58o O9'w

請 Jam Feb Mar Aロr May Jun Ju1 Åug Sep Oct NoV Dec Year Period l

月別平年降水 匠団 243.4 143.6 109.9 170.9 287.1 336.4 271.9 206.2 108.5 136.6 233.6 240.7 2488.8 1967-l99

月別平年気温 (℃) 26.1 26.2 26.8 26.9 26.8 26.7 26.5 27.0 27.5 27.5 27.0 26.4 26.8 1967-199

月別平年相対
′度(%)

81 79 77 78 82 85 84 83 80 79 79 82 81 1946-195

図- 1ジョージタウンの降水量､気温及び相対湿度
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図- 2 アバリー地区受益地内の月別平均降水パターン
(年降水量: 80.3inch)
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図- 3 アバリー地区流域内の月別平均降水パターン
(年降水量: 90.7incb)
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-27-



図- 5 マイコニー川流域雨量･流出量グラフ
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図-4 マハイカ川流域雨量･流出量グラフ
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図- 6 アバリー川流域雨量･流出量グラフ

●t l

‖

u

l
l

l
Ⅶ

l

l

1l

I

lさ

1一

a.

1i

1t

J)

9

I

■ヽ
一I

≡■丁
巳l

｣

蓋`
Z

EI
∝

｣

く■
l▲一■
(王㌻

RUN OrF一 OW cud 坤I9&'5
ニー

t■

i

●

○8

○
●JJi

○事

I

●

●_

○

●

■1

i
○

●

o+

..?

○

●ー
♂▲

●

●

○ー

l一

㌔■

○■

loop.
見入1日

RUN-

人L｣

OFF

XCE巳

UENW

sic.

lGHT印

Ei
l○

I

●■

.J
一√ ･一■

■`

FI

I
ABARYR1VERCATCHMENT

く

EI
く
LJJ

≡

B4

E1 lTOUPPERGAUQING5TATrlON

APRIL195B-DEC亡MBER1958.

●cuFtREHTLAONTHN亡▲N▲R亡▲L.FtAINFXLL.

○w亡拍NTEDM亡▲NAFtE▲LFtALNFJdJL○H■姑l$○

sozcuLA(NTh.,Lr,MYrrTN仰Z.○F'RJy'OU5NONTH
N亡▲N▲ftE^LAAINrAL.L.

E!
t■

●

*pJ'

一▼

ち
｣【■

i
I-_-i--.-i.

cuRF7ENT MONTH RUNOF-F- (.N･･)･

source: The Mahaica-Mahaicony-Abary
Water Control Project

stage-I the Control of the Abary/Dravings･
1959

ー30･

/＼

.1｣缶Nlく∝



GENERALLAYOUTOF

MAHAJCA＿MAHAICONY＿ABARYPROJECT



ガイアナ

3 - 2 部門別国内総生産 (1988年固定価格)

1988 1993

100万G S % 100万G S %

農 業

うち甘煮

米

鉱業･採石業

製造業
建 設

サービス

うち政府

流通･運輸･通信

金融サービス

936 26.0

397 11. 0

58 1.6

360 10.0

460 12.8

246 6. 8

1, 598 44. 4

634 17. 6

589 16. 4

185 5. 1

GD P (要素費用) 3.600 100.0

1. 160 28.3

575 14.0

93 2.3

502 12.2

■505 12. 3

265 6. 5

1,672 40.7

597 14. 5

655 16. 0

214 5. 2

4, 104 100. 0

出所 Bank of GtJyana, Statistical Bu)1etin.

4.雇 用

411 荘 用

1992年経済活動人口 467, 200 245, 500の内訳

俸給雇用 52%

1992年雇用人口 245, 500 自己雇用 40%

臨時雇用 8 %

5.賃金･価格

5 - 1 消♯書物価指標 (19851=100)

1988 1989 1990 1991 1992 1993

年 平 均 100. 0 189. 7 310. 3 639. 0 809. 0 906. 1

対前年変化率(%) 39. 9 89. 7 63. 9 105. 9 26. 6 12. 0

出所IMF. International Financial Stalislics.

ー37･



図一7　ガイアナ国産業一般図

GUYANA



図－9　ガイアナ国行政区分図
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ガイアナ

S負戟外30 (特妃ない限り川○万ドル)

1988 1989 1990 1991
.
1992 1993

総外部負債

長期負債

短期負債

うち長期負債の
利子支払い遅延分

I MF信用の利用

公共および公的補償

のある長期負使

公共信用

多国間

二国間

民間信用
うち銀 行

債 券

総負債サービス
元 金

利 子

うち短期負債分
1NFへの成遭に

課せられた支払い

絵外部負債/G肝(%)
負債サービス率(%)一

短期負鎌/総外部負鎌(%)
諌渡的長期ローン

/長期負鎌(%)

可変利子率長期負使
/長期負俵(%)

1,858 ■1,631 1,915 1.940 1.878 1,.g38

991 1,263 1,741 1,755 1,666 1,727

756 262 60 36 44

105 97 48 35 40

110 106 113 149 168

991 1,263 1.741

765 1,088 1.598

361 373 471

404 715 1, 127

227 175 144

109 96 80

7 1 0

65 81 296

10 24 69

55 54 81

43 41 T

O 4 146

574 1. 04g 1, O匂l

26.6 32.9 117.†

40.7 16. 1 3.2

1,755 1, 666

1,623 1,618

532 565

1,091 1, 053

132 48

80 13

0 0

97 99

42 50

47
-
43

1 0

34

25

177

1. 727

1,685

603

I, 082

42

13

0

91

46

86

0

9 6 9

956

33. 5

1.8

47. 1 54. 7 65. 0 64. 4

3

a

3

8

/

.

7

n

2

12.9 15.7 12.9 14.2 10.0

7

a

8

4

/

.

6

n

ー

注 長期とは一年以上満期をいう｡

a.商品及びサービス輸出に対する負債サービスの割合
出所 World Bank, World Debt~Tables.
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ENGINEERING SOILS ON PART OF THE COASTAL PLAIN OF GUYANA

図－10　ガイアナ国海岸部土壌図
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表10- 3外部負債
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ガイアナ

人口増加率

1980年

1993年

14才以下人口

1980年

1993年

1.人 口

2.通 貨

年 末

変化率 %

年平均
変化率

758, 615

733, 000 (出生滅と出移民のため減少)

40, 8%

37. 0%

2-1為替交換率

8891

(Q/S､ US‡)

1990 1991 1992 1993

10･ 0 33･ 0 45･ 0 122. 0 126. 0 130. 8
0･ 0

-69･ 7 -26･ 7 -63. 1 -3. 2 -3. 7
10･ 0 27･ 2 39.5 111. 8 125. 0 126.7

-0･2 -63･2 -3l･ 1 -64.
7
-10.6 -1. 3

出所1MF. Internationa) Financial Statistics.

3.国民勘定

汁(100万GS)

時 価

1988年固定価格

実質年増加率(%)

1人当(GS)

時 価

1988年固定価格

実質年増加率(%)

3-1国内総生産の動向

1988 1989 1990 1991 1992 1993

3, 600 9, 074

3. 600 3, 506

-2.6 -2.6

4,769 ､ 12,022

4.769
･ 4,613

-2.6 -3. 3

注 a; ETU推定

出所 Bank of Guyana, Statictica1 8u11etin.
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13, 815 33, 622

3, 319 3. 519

-5.3 6.0

18, 304 44, 754

4, 397 4, 687

-4.7 6.6

40. 391 47, l18

3, 792 4. 073

7. 8 7.4

54, 691 64,281▲

5, 139 5.I556-
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ガイアナ

6-1土地利用 (I.000ha)

1976 1981 1986 1991

6.農林水産業

総面横

陸地面積

耕地面穣

永年作物

永年牧草地

森林面棟

.その他
虐政面棟

21. 498 21, 497

19,685
I
19,685

393 480 P

15P 1-5F

1,050P 1 1, 220F

17, 730F 16,369

97 1,601

122P 125F

注 F: FAO推定値

出所 FAO Yearbook, Production, Vol.46, 1992.

6-2 ■美人口

975980985㈱99ー992ー

1

1

1

-

1

4

9

0

3

5

9

7

7

7

(1.000^)

21, 497 21, 497

19. 685 19. 685

480P 480F

15P 16F

I,230F 1, 230F

16,369P 16,369P

1.591 1,590

127F 130P

うち農業 経済活動人口 うち農業(実数)

796 178

801 176

808 175

223

247

278

296

301

306

出所･ FAD Yearbook. Production. Vol.46, 1992.

-38-

6
6
6
6
6
8
6
6
6
6
6
6

3

7

4

2

8

4

9

6

4

2

ー

ー

2

2

2

2
.
2

2



ガイアナ

1989/90 1990/9 1 199 1/92

窒素肥料

生産五

輪人生

輸出量
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金肥料

生産t

輸入土

輸出土

局

IE一】rhH一

ン

ン

ン

q
IrJ

Ir_

千
千
千

iZq

ヨl

lヨ

消費t (千トン)

耕地面積(千ba)
耕地単位面穣当り
消費土(kg/ha) ㊨

8. 000● 10, 600暮 12. 000●

10, 600- 12, 000●

22. 1 25. 0

2, 100● 2, 500●

2, 100● 2. 500●

4.0 4.4 5.2

1,600● 1,800●

1,600● 1.800●

7. 1 3.3 3.8

13● 14● 16●

13● 14● 16●

480F

27. 8 29. 8 34.0

8, 000● 13, 000●

8, 000● 13, 000●

480F

16.7 27. 1

1,800● 1. 500●

1,800● 1,500●

480F

3.8 3. 1

2,200● 1.600●

2,200■ 1,600●

480F

4.6 3.3

12● 16●

12● 16-

480F

25. 1 33. 5

注 F; FAO推定.辛;非公式数値 ⑳ラウンド前の数字より算出

出所 FAO Yearbook, Fertilizer Vol.42. 1992.
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ガイアナ

6-4 Jt実機械

トラクター(含歩行用) 収穫機+脱穀機

(使用台鼓)

1979-81平均

1989

1990

1991

3, 460

3. 590F

3, GOOF

3, 620F

注 F: FAO推定

出所 FAO Yearbook･ Production, Vol.46. 1992.

6-5 主要作物(商品)の生産

■

F

■-

30

0

5

ー

3

3

3

4

4

4

4

1987 1988 1989 1990 1991

砂 糖 224.5 170.2 167.4

米 146.8 130.0 142. 3

出所 Bank of Guyana, Statistical Bulletin.

6-6 家書頚羽数

1979 -81平均 1990

辛

ノ

▲一丁

馬
口
牛
豚
羊
山
鶏

132. 0 162. 6

93. 4 150. 7

‖‖
199

(1.OOEIトン)

1992 1993

247. 0 246. 5

168.3 210.2

(1.000乳100万羽)

1

9

5

5

8

1

ー

ー

ー

1

0

3

7

ー

2

1
爪V

0

0

2

6

3

2

ー

7

3

7

1

F

A'

h

F

A,

F

A

注 F: FAO推定値

出所 FAO Yearbook･ Production. Vol.46, 1992.
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F

b･

b-

F

∫

F

F

2

1
0
0
0
0
7
3

3

5

3
7

ー

2

-

F

L

A.

h

A,

b.

F

2

1

5
0
0
7
3

2

6

3

7

1

2
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ガイアナ

6一丁 畜産物生産土

1979 - 81 1990 ー199 992ー

牛肉･仔牛肉(1,000け)

羊肉･仔羊肉(1,000け)

豚 肉く1,000トン)
鶏 肉(1,000け)

肉 合.汁(1,000トン)
牛 乳(全種類,坐)

乳牛頭数(1,000頭)

一頭当搾乳土(kg)
牛乳生産土(1, 000け)

鶏 卵(トン)

蜂 蜜(トン)

2

2

12

16

16

832

13

?･900
62

生皮革(牛･水牛) (トン) 423

生皮革(辛) (トン) 115

生皮革(山羊) (トン) 38

F

【r

2

1

ー

2

5

門

口リ

F

L●

■.

F

F

h

'●

6
0
3
3
5
6
0
0
7
2
1
3
3
0
4
8

9

2

3

ー

4

t
L
.

甘●

3

ー

3

7

1

ー

L

■_

■

'

'∫

r

■.

0

3

6

0

2

0

0

8

6

3

5

0

7

0

3

4

9

2

5

ー

4

I.

F-

■●

▼.

F

3

-

1

4

8

ユ

ー

L

L,

L

L,

L

L

L

6
0
3
3
5
6
0
0
7
2
5
0
3
0
娼

9

2

4･･l

･4ー

注 F:FAO推定値

出所 FAO Yearbook, ProdtJCtion, Vol.46. 1992.

6-8 畜産物(2) (特配のない限L)トン)

1987 1988 1989 1990 1991

牛
豚
家
鶏
牛

I, 829.2 2. loo. 0 2, 438. 5

1, 117.7 1.200.0 1,O16i 1

3.616. 6 3, 955. 6 2, 500. 0

(1.000コ) 35. 057 13.952 30,417

乳(100万l) 3.12 4.22 2.22

1,671. 6- 3,021.4

534. 6- 447. 1

1,789. 2■ 1,718. 3

ll. 314b 5.31l.0

l.72 l.56c

注 a;1-9月､b;1-10月､c;4-5月を除く｡

出所 Bank of Guyana. Statistical Bulletin.
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ガイアナ

7.製造業

砂糖､米､ココナツト､木れポーチサイトダイヤモンドの加工により工業全体の75%
を占めているo他は消費者向け軽工業で占められている｡
1993年製造業はG D Pの12. 3%を占めた｡

1980年製造業はG D Pの13. 3%を占めた｡

丁-1製造業生産

1988 1989 1990 1991 1992 1993

飲料(1000B) 32.952 29,988 30,724 30.628 38,969 42,384

ソフトドリンク(1000ケース) 2,460

織物(1000m) 2.003

衣類(1000) 1, 445

履物(足) 208. 795

マーガリン･及びバター(kg)740.415
食用油(100万B ) 2, 777

粉(トン) 3乙419

タバコ(100万本) 470

石島(トン) 529.3

貯蔵食料(1000トン) 18.6

1,676 1,500 1,495 2. 148 2. 831

1.214 603
･
453 498 661

1.200 507- 615 1.440 3. 252

140,155 147,220 34.598も110,519 91.736

337.407 540.266c 610.64lc

1.734 1. 990d 1. 904-

31. 329 33. 216 35. 338

266 247 3b7
534. 6 443. 0 682. 8

9.7 10. 1 6.5

*#* 7..953 8.647 9.590 11.745

ペンキ(1000B) 272.4 293.2 456.5d 624.2

818,009● 1, 197.656

n/a 1.434,020

34, 740 35. 797

3 18 302

557. 7 4. 248

6.4 10.2

8,079 6, 176

I
560.1● 1.064.g

注･a;1-10月 b;1-4月 c;マーガリンのみ.d;1-9月 e;1-7月

出所 BatJk of Guyana. Statistical Bulletin.
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ガイアナ

8-1中央政府歳入歳出

1988 1989 1990 199 1

(100万G S)

1992 1993

8.財 政

経常収入

所得税
消費税
輸入･免許･旅行税

その他の経常収支
経常支出

給 与
辞 助
負便利子

その他の経常支出
経常収支
資本収入

資本支出

予算収支

外部からの金融

1,723 3, 209

614 1. 070

35 1 763

159 413

600 963

2, 149 3,711

571 748

112 612

5. 358 11, 817

1,877 3, 459

1. 315 3, 313

718 1,537

1.448 3, 509
7, 624 17. 575

I, 071 2. 269
1.064 3, 520

843 1,155■ 4.192 8.672
623 1･ 196 1, 297 3,114

-426 -502 -2,266 -5.757
67 1- 128 2, 295 1t898

949 1･ 307 3. 613 2, 236

-1･308 -681 -3.585 -6,095
-167 - 609 -1.775 1,793

出所 8ank of Guyana, Statistical Bulletin.

9.外国貿易

捻 出(fob)

輸 入(cif)

収 支

9-1外国貿易の動向

1988 1989 1990 1991

17. 769 22, 434

5, 869 7, 064

4. 469 6, 148

2. 057 3, 266

5. 374 5, 956

23, 071 21, 280

3. 268 3, 585

4. 382 3,587

ll, 397 9, 792

4, 003 4. 316

-5, 302

1,694

糊
ー
I
;
C
h
=

4, 387 7. 387

-7. 994 -4, 085

3, 532 4. 834

(100万G‡)

1992 1993

2,296 6,213 10.208

12,156 17,004 -12.290
140

-886 -2, 082
輸入に対する収支の% 6.1

-14.5 -20.4

出所 8ank of Guyana･ Statistical βulletin.
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ガイアナ

6-9 林産物生産量 (1M立方米)

燃料十木炭 挽材薄板材

0198

ー

2

3

C
X
U

00

n
六
)

9

9

9

1

ー

1

9I

5198

6潤

1987

1988

1989

1990

1991

F

■●

■.

4

5

5

0

0

0

2

2

2

15

15F

16P

16F

16P

16F

16P

16F

16F

16F

13

14

179
bJ

F

F

]
L
.

F

7
9
7
9
7
9
5
6
7
2
7
-
8
-
8
-
8
8

ー

1

ユ

ー

ー

ー

1

ー

1

注 F:FAO推定値

出所 FAO` Yearbook, Forest Products, 1991.

6-10 水産物 (トン)

1988 1989 1990 1991 1992

魚 類
エ ビ

イセエビ

42,216 32, 437
1,866 1,810

3.630 3,776

32, 955 35,g98

1,557 1,g27
5, 067 5, 971

出所 Bank of Guyana. Statistical Bulletin.

6 -ll JQ林水産物輸出入額 (10万ドル)

1987 1988 1989 1990 1991 1992

総輸出額(1)
うち農林水産物(2)

実 数

%

総輸入額(3)

･うち農林水産物(4)
実 数
% ◆

(1)-(3)

(2)-(4)

2, 764 2･353 2, 431 2,756 2, 800 2. 913

1･502 1･ 143 1,419 l,306 l,489 l,962
54. 3

2, 668

264

9.9

96

1, 238

48. 6 58. 4 47. 4 53. 2 67. 4
2･･156 2, 735 3. 195 3,065 3, 821

7

0

8

5

5

.0

0

4

2

9

5

1
▲
L

Oロ

3

5

ー

7

.6

1

3

(
ソ
1

…

ー

1
▲
1

4

3

9

2

9

.3

1

3

ウ
←
4

9

ー
･▲

3

9

4

6

5

.〇

6

3

2

3

0

ー
▲
-
I

9

9

7･4-

9

.9

4

2

3

ー
00

1

出所 FAO Yearbook･ Trade, γol.46. 1992より作成
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班iな主29 (100万‡)

弼‖‖ 8919 0199 ー199 1992 1993

ドイサ

糖キ

ビ

砂
ボ
米
工
金

2

ー

9

ー

4

-

2

3

3

CO

7

8

1

2

ー

4
一
9

7

9

8

6

5

ー

2

6

8

7

ー

2

9

4

7

5

7

9

0

3

3

7

7
00

ー

2

ー

89. 8 134. 1 116. 3

g7. 1 91. 1

35. 0 33. 0

13.0 11.4

24. 6 99. 8

注 a.再輸出を含む｡
出所 Bank of Guyana, Statistical Bulletin.

9-3 主な幾人 (100万GS cif)

988ー

資本材
燃料･及び潤滑油

その他･中間材
涌井材

1989 1990 1991 1992 1993

431 2.498 5,520 13.929 22,493 21,456

738 2.034 2,788 7.507 9,859 10.233

749 1.703 2.335 4.626 9.722 16.341

216 702 1, 467 6.589 10. 634 13. 060

出所 8ank of Guyana, Annual Report; Statistical hlletin･

9 -4 主な貿易相手国
(全体を100とした%)

879- 992ー 輸 入 1987 1992

2

66

7
QO

4

2

5

86

2

2

.コ■ヽ
′トドダ

Aダ

ニ

K
S
ナ
本
リ

M
U
[
リ
カ
日
ト

9

5

7

5

7

2

0

8

3

-

3

3

USA

カナダ

ロK

日本

38.3 36.7

2.9 1.5

16.1 11.0

･5.7 4.4

トリニダド･トバゴ4.4 12.6

出所1肌 Direction of Trade Statistics.
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ガイアナ

10-1国際収支 (100万ドル)

1988 1989 1990 1991 1992 1993

10.外部支払いと負債

商業輸出(fob)

商業輸入(fob)

貿易収支
サービス収支(紘)

片側移転
経常収支
資本収支

誤差･脱漏

全体収支

中央鎖行純外国資産変換
(-は増大を示す)

公共部門延滞変換
民間商業部門延滞

負債支援及び

支払収支への支持

214. 6 204. 7

-215.
6
-212. 4

-1.0 -7. 7

-112. 1 -127. 2

19.5 21.6

-93.
6
-113. 3

123. 4 -68. 9

ll.3 1.0

-◆105.7 -181. 2

32. 2 29. 5

70. 0
-156. 0

3.5 9.6

298. 1

出所 8ank of Guyana, Statistical 8uJletin.

6_98

二国間
うちUSA

UK

多国間

うちIMF

IDA

合 計

203. 9 239. 0

-249. 5 -244. 0

-45. 6 -5. 0

-130. 4 -134. 0

28.3 21.0

-147.7 -118.0

-4･7.3 52. 0

1.3 0.0

193.7 -66. 0

-18.
1
-41.0

-265. 3 0. 0

-101.3 0.0

578. 4 107. 0

10-2 総公共開発援助

1987 ■ 1988 9潤

381. 7 415. 5

-442. 7 -483.
8

-61. 0 -68. 3

-115. 7 -97.
1

30. 0 29. 0

-146. 7 -136. 4

123. 6 78. 1

-16.2 15.6

-39. 3 -42. 7

-35.
1
-38. 1

-102. 0 0. 0

0.0 0.0

176. 4 88. 1

(川○万ドル)

1990 1991

9

4

〇一-⊥

ワ】

2

0

7
9
-

l

0

15･

｡㍑･ー4

-
'
凱

7

0

9
6

l

-3

- 5
6
0
-

3

29.

28. 9 63.9 155. 9
7.0 了.0 120. 0

10.8 16.3 10.4
19.5 148.0 101.2

50. 5 24. 2

55. 0 40. 0

4 211. 9 257. 1

出所OECD･ Geographical Distribution of Financial ド)ows to Develobing Countries.
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1.調査団貞略歴

2.調査日程

3.収集資料一覧表

4.面会者リスト

5.現地提出報告書(英文)
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添付資料1. 調査団員略歴

(1) 新井 弘隆(調査団長担当)

(秩)日本農業土木コンサルタンツ 理事

昭和35年3月

昭和35年4月

昭和35年-49年

昭和49年-52年

昭和5 2年-現在

東京教育大学農学部農業工学科卒業

(財)日本農業土木コンサルタンツ入社

(財)日本農業土木コンサルタンツ技術部

コロンボプラン水利構造専門家としてインドネシア共

和国公共事業電力省水資源総局かんがい局に勤務

(秩)日本農業土木コンサルタンツ海外部

(この間インドネシア､フィリピン,ミャンマーに出張)

(2) 井関 善民(澄渡･排水担当)

(秩)日本農業土木コンサルタンツ 海外部長

昭和4 1年3月 東京農工大学農学部農業生産工学科卒業

昭和4 1年4月 茨城県農地部入庁

昭和4 3年6月 (財)日本農業土木コンサルタンツ入社

昭和43年-昭和49年 (財)日本農業土木コンサルタンツ技術部

昭和4 9年-現在 (秩)日本農業土木コンサルタンツ海外部

(この間インドネシア,フィリピン,タイ､ラオス､

ミャンマー等に出張)

(3) 小野 茂(地形図作成担当)

アジア航測株式会社 海外部長

昭和47年3月

昭和48年4月

昭和4 8年-現在

東京農業大学農学部林学科卒業

アジア航測株式会社入社

アジア航測株式会社海外部

(この間インドネシア,カンボディア､インド,

コスタリカ等に出張)
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添付資料2. 調査日程

日数 月 日 出発地 到着地 宿泊地 調 査 内 容 等

1 11月10日(日)成田 ニューヨーク 機内泊

2 10日(日)ニュづ-タ カラカス カラカス

3 11日(月) カラカス

4 12日(火)カラカス ゾヨーシ寸タウンシ寸]-ゾタウン

5 13日(水)

6 14日(木)

7 15日(金)

8 16日(土)

9 17日(日)

10 18日(月)

11 19日(火)

シ÷ヨ-シ～タウン

ゾヨ-ゾタウン

シ寸ヨ-シ÷タウン

シ寸ヨ-シヾタウン

ゾヨ-シ寸タウン

シ寸ヨ-シ◆タウン

ゾヨ-シ～タウン

1 2 20日(水)ブヨ-ゾタウン カラカス カラカス

3

4

5

1

1

1

21日(木)カラカス ニューヨーク ニュー]-ク

22日(金)ニューヨーク 機内泊

23日(土) 成田

移動､ Ⅶ010､日付変更

移動, UA871､へ～ネス寸エラ着

日本大使館大使及び一等書記官表敬､

資料収集

移動､マイアミ経由､UA868/BW431

外務省経済局及びがイアげイトとスケゾエー

ル打ち合わせ､デメララ川左岸港概･排水

施設現地踏査､資料収集､小野地形図

担当団員と合流

農業大臣表敬､調査地区打合せ,農業

資料入手依頼､国家潅概･排水庁よ

り､資料収集,農業省土地･測量局に

て地形図等資料収集

追加資料収集､米州開発銀行にて事情

聴取､マハイカ川流域現地踏査

現地踏査､マ/､イコニー及びア′ヾリー川澄渡･

水施設調査

現地マハイカ川流域用排施設踏査,資料

収集･整理､げ-ト作成

小野地形図担当団員帰国､ユ=オン･トラフア

げル村舶A/ADA7oロシ÷ェクト･オフィスにて質

疑､米州開発銀行にて状況聞取り

レポート印刷･製本､農業省-調査結果

報告､農業大臣技術顧問より低地土壌

特性について状況聴取､追加資料収集

移動､ポートげ･スヘDィン経由､

BW432/BW381､へ寸ネス寸ェラ着

日本大使館一等書記官等に調査結果

報告及び帰国挨拶

移動､ AA936

移動､ JLOO5､日付変更

移動
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添付資料4.面会者リスト

(1)農業省

Mr.Reepu Daman Persaud

Mr.Ravi Narine

Mr.B.C.Roy

Mr.A.K Datadin

Mr. Edward A. Anderson

Mr.Leon Rutherford

Mr･ L･McGrego｢

M｢. R.Jage｢nauth

Ms.Florence FeJjx Bark

M｢s. June Lee

(2)外務省

M｢.Keenan E=ot

Agricultu｢e Minister
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PREFACE

-rhis report describes an outline of the results of field survey and preliminary

development plan for the contemplated reg10n in Guyana･

The repon was just drawn up roughly in an extent of insufRcient understanding

because of a sho托period of the.neld survey and the study･ Therefore, the study on

the above will be made as soon as possible afterwe return to Japan･

According to the survey, the Objective Area (Mahaica-Mahaicony-Abary Project)

has high agrlCu仙ral deve一opment potential from the view points of water resources,

land resources, agroclimatic conditions, and marketability･

Therefore, the early realization of the project surely contributes
to the stabilization

of people's livelihood and achievement of self-sufficiency･
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(本調査報告書と重複する付図･付表類は省略)
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1･ BACKGROUND TO DEVELOPMENT OF AGRICUL･｢URAL SECTOR

The Guyana government has been jmplementjng the long-term development of
the country･ The long-range goals are to provide a nslng Per CaPita income and
assure an equitabJe income distribution on the one hand, and the other to.ay a

sound foundation for future deveJopment･ Under the on-goJng development pJan,
the Rrst priority for the development was given to the agricultural sector with
accounts for about 28% of Guyana Gross Domestic Product (GDP) and more
than half of its errlPloyment･ During the period･ agrlCulture is expected to grow at
6･6% per annum with consistent efforts to attain the foIlowJng multiple objectives:

to promote exports,

to increase farmers'income,

to create new employment opponunities,

to promote a weJI balanced distribution of employment

opportunities, and

to support regJOnal development

2. OBJECTIVES OF INVE$1~lGAT10N

The investigation concernng the agncultural situation in the reg10n understudy is
to伽d all factors and circumstances which hamper or restrict agrlCultural
Production for improvement of the country's economy･ These limiting factors or

constraints merit special attention, and their character. magnitude and mutual
relations should be carefu"y studies.

3. ACTIVITIES AND DATA COLLECl■10N

The
majoractivities were focused on (1) co‖ection of data, and (2) Geld

reconnalSSanCe SurVey･ For the survey, special a廿ention was paid to the
fo"owlng items :

lnitialneld inspection for familiarization with the existing schemes

Data co"ection on agrlCulture including Jrrigation and drainage

Grasp of basin needs and study objectives
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3.1 Collection of Data and lnformation

ln order to obtain the required data and information, data gathering and local

interview with farmers during the field survey were carried out. Relevant data on

farmlng Practices, yields of agrICultural products, irrigation method, rotation

system, water management, operation and maintenance for the existing

agnculturar projectswere co"ected･ Ministry of Agriculture mainly
furnished data

and infomation to the study team.

Request forthe data was previously made in writing to the counterpan in order to

facilitate the survey and to obtain more available data･ Those details are shown

in the attachment. The data which was not available at the Ministry of Agriculture

was requested through the counte｢pa｢t to the authorities co=cerned･

3.2 Field Reconnaissance SuⅣey

Field reconnaissance survey was carried out for the existing agr]cultural

development schemes･ The surv戸yWas made
to clarify the existing problems

with visual survey and local jntervleW With some farmers at sites･

For the existing agricultural development schemes, approach was made to clarify

the followlng items:

(1) incapability of deriving sufRcient irrigation water from the river due

to poor or miss system formulation

(2) incapability of inundation control due to pooror miss system
brmulation

(3) incapability of inundation contro一 due to river-mouth closing, rising
sea or ocean levels

(4) capability of gravity irrigation

(5) p｢esence ofi｢｢igation system

(6) presence of i｢｢igation rotation system

(7) capability of gravity drainage

(8) presence or absence ofd｢ainage system

(9) accessibility of the projectsites

(10) condition offarm roads

(11) inconvenience and delays resulting from floods
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(12) present operation and maintenance condition offarm facilities

(13) malfunction of main and secondary canals

a) decrease in canaJ cross section due to sedimentation

b) leakage due to porous bundation

c) loss of canal function due to collapse of side wall

d) inappropriate canal elevation

(14) malfunction ofdraina9e Canals

a) decrease J'n cana一 cross section due to sedimentation

b) insufficient number of drainage canaJs

(15) malfl｣nCtion of diversion structures

a) no function of 9ateS

b) loss of gates

c) miss design (location,and diversion water [eveJ)

d) miss operation of facilities

(16) inundation due to damage offacilities, malfunction ofねcilities or
miss operation of facilities

(17) facilitJ'esno longer safe to use (over projectlife)

3･3 Existing Maps and lnformation

3.3.1 Maps

Entire Guyana is covered by 1/50,000 scale topographic maps prepared in
1960s and 1970s･ But some of the sheets are misslng･

Coastal areas were covered by 1/50,000 scale topographic maps printed in

colo｢s in 1980s･ Some of the sheets are missln9, tOO･

Coasta一 areas are a一so covered by 1/10,000 sca一e o仙ophoto maps prepared in
1980s. But these maps have no elevation information.
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3.3.2 Geodetic Control Points

Triangulation points and bench marks exist along the coast line･

3.3.3 Datum

Datum of e一evation is located in Georgetown and referred to as GD･ The

elevation of the GD is 7.9 feet (±)above the mean sea level･ However, because

Guyana has many land areas whose elevation is below the mean sea [eveI･ 45

feet was added and the elevation of the GD was artificia"y determined as 52.9

feet (j=),thus elevation of Guyanese land can be shown in positive figures･

4. BASIC DEVELOPMENT PLAN

According to the investigation, the need for we"-drained and irrigated lands

protected from rlSlng Sea and ocean levels can be st｢ongly stressed･

Although the area is blessed with abundant development potential･ no

development goals or target years have yet been definitely set within national

development and political frameworks･ For realization of welトbalanced

development, it is necessary to formulate an overa" irrigation and drainage

development plan for reg10nS taking into consideration technical co-operation

program
- Strengthening Guyana's National Drainage and Irrigation Board

(NDIB) and lmplementing Policy ReformsI A[so, clarification of final goals and

targets wi" be dispensable in formulating the overa" agncultural development

plan for the country･
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Attachment 2 List of Data Required for Lowland Agricultural Improvement Plan in

Guyana

Followlng data were requested:

1 Recent National Development Plan and Policy

2 Recent Agricultural Development Policy

3 Socio-Economic lndicators

(1) Gross Domestic Production

(2) National Accounts/Ma)tor production

(1-1) rice(tones)

(1-2) sugar(tones)
(1-3) bauxite(tones)

(1■) gold(kg)

(1-5) diamond(招ratS)

(1-6) timber(m3)

(3) Trade Balance

(4) Population

(5) Employment at each sedor(%)
Agriculture, Mining, Manufacture, Construction,

Govemment, Unemployment

(6) Average Market Exchange Rate/US 令

(7) National Land Use

4 CJimatic and HydrologlCal Factors

(1) MeteorologlCal Data

(1-1) location of the contemp一ated project(lathde, Longitude and elevation)
(1-2) temperatu｢e (max, m舌n, and mean) (Oc)

(1-3) reJative humidity (max, min, and mean) (%)

(1-4) wind mnat2 meterhei9ht(km/day)
(1-5) sunshine ratio(%)

(1-6) rainfa" and effective raJ'nfalL(mm/day)

(2) Meteorolog JCal stations

(2-1) location of meteoroJoglCal stations

(2-2) duration of obseⅣations

(2-3) installed measurement facilities[e･g･rainfa" gauge, evaporation pan, etc.]and
their estab一ished year

(3) Floods

(3-1) frequency of inundation

(312) extent of inundation

(313) location of inundation

(34) duration of inundation
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(4) Droug hts

(4-1) du｢ation of dⅣ spells

(4-2) occurrence of year

(4-3) their freq uency

(5) River discharges

(5-1) river discharges

(5-2) location of water leve[ gauge stations

(5-3) dLlration of measurements and initialmeasurement year

(5-4) insta"ed measurement facilities[e.g.automatic water level gauge, sta斤gauge,

etc.】and their installed years

(5-5) presence of rating curves and their established years

(5巧) data on analysis of water quality

(6) Tide

(6-1) tidal effect on the contemplated project

(6-2) possibjlity of bore in the river on which the contemplated projectrelies

(6-3) ifbore occurs, effect on the contemplated project

5 Topographic, Geographic and GeologJCal Factors

(1) availabiAity of topographic maps
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(6)

6

1 : 50,000

1 : 5,000

availabil～of remote sensing analysis (Landsat Image)

availability of geological maps

Location of the bench marks and their elevations near the contemplated project
location of tn'angulation points and their cool･dinates within and near the

contemplated project
location of tide gauge and tide observation records

Soil and Land Use Factors

】
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avaiLabil～of soil maps

availability of soil classification maps

availability of land use maps (present Land use map, and future Land use map)

availability of land system maps

7 AgricurturaL Factors

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

number, type and size of holdings

presence of Land ownership

presence of Land tenure

availabi"ty of labor supply

necessity and opponun吋for off farm employment (employment of hired Iabor)

fragmentation of ho一dings
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(7) presence of local organization

(Note : Although irngation facilities can generate large impact to raise agn'cultural
productivity･ the investment for

･inlgation
can not generate fu" return without

appropn'ate agrJCultural supportJ'ng services and other integrated project
COmPOnentSI Agricultural supporting services must be well conducted in order to

realize the fullpotential of the projectsIAgnlcultLlral supponJ'ng services required
are as fo"ows:)

water users association

agricurtural extension service center

agncu ltural∞operative

farmer's credit services

integrated pest management system

(8) population
-

rural and urban
- directly depending on agnculture

(number of farmers, and farm households)

(9) area planted with different crops (includingho佃culture crop)
(10) present yields -

proportion marketed

(ll) presence ofplantatjon (汗any,kinds of crop and area)
(12) availability of processing and storage of products (postharvest)

(13) farmTgate Pn.CeS

(14) numberand kinds of livestock

(15) areas

artiGcia"y drained

irrigated

pJanted山th improved varieties

(16) use of manures, fertifizersand pesticides

(17) yield projections(datafrom research stations, progressive farmers or comparable

regions)
(18) presence orabsence ofrainfed paddyfields

(19) farme(s aspirations and expectations toward agrjcuJtural deveJopment

(20) farmers'motivation and their farming skirl

(21) profitabilityand marketabi[ity

(22) farrn mechanization Jevel

(23) farm inputavailability

(24) inventory of existing constraints

(25) farming methods

(26) presence oftraditjonal or customary farming practices

(27) famingcosts

(28) farm investment
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8 lm'gation and Drainage

presence of harmful rninerats and salts (orsa)t intrusion)

existence of water hghts and customs, laws and regulations concernlng Water

usage

time and duration of dry spe"s as related to crop production and resulting crop

damage

time and duration of ¶oods as related to crop production and resulting crop

damage

(5) availability of schematic diagrams for irrigationsystem

(6) availabil～of
data on cropping pattems

(7) availabiJ～of data on crop intens'～

(8) availability of data on water requirements

(9) availabiLity of data on conveyance Josses

(10) duration ofdewatering period

(ll) impos托ion ofwatercharge

(12) availabilityofO & M cost (inhem basis, or per hectare)data

(13) costofland acquisIAion

(14) availabilityof construction materials (includingquarry),and its location

(15) what is available Ioca"y and what must be imported for construction materials

(Note:The cost and transport of construction materials has a sign'n偽nt impact

on the cost of irrigationand drainage development･ Therefore, construction

materials should be used as much as possible which can be locally obtained･)

(16) avaiLabiJityof data on unit prices, and costestimatjon

(17) availabiJityof skilled laborers

(18) availabiJity of inventory liston facilitieson scheme basis
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